
平成 27 年度	 ホシザキ野生生物研究所	 	 

研究報告会プログラム・要旨集	 

 
日時：平成 27年 10月 27日（火），11月 1日（日） 
	 	 	 ※両日とも 14時 00分〜16時 30分，同じ内容にて 2回開催 
会場：出雲市民会館	 3階 301会議室 
主催：公益財団法人ホシザキグリーン財団 
後援：島根県，出雲市 
 
プログラム： 
（鳥類分野） 
出雲市の砂浜海岸とレッドデータブック掲載種であるシロチドリ 

森	 茂晃（ホシザキ野生生物研究所） 
（昆虫分野） 
隠岐諸島で発見された水生甲虫の新種について 

林	 成多（ホシザキ野生生物研究所） 
（植物分野） 
雲南市木次町「ふるさと尺の内公園」および 

その周辺の特徴的な植物 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 三浦憲人（ホシザキ野生生物研究所） 

（水生生物分野） 
宍道湖流入河川に生息する標準和名の消えた 

ヨシノボリ属魚類について 
佐々木	 興（島根県立宍道湖自然館ゴビウス） 

（環境修復分野） 
主要魚種の食性から見た宍道湖中海の環境 

越川敏樹（ホシザキグリーン財団環境修復プロジェクト） 
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宍道湖流入河川に生息する標準和名の消えた	 

ヨシノボリ属魚類について	 

佐々木	 興（島根県立宍道湖自然館ゴビウス） 
 
	 河川に生息するスズキ目ハゼ科魚類の中で，もっとも普通に見られるのがヨ

シノボリ属魚類であり，島根県には 7種類が生息するとされていた．このうち
宍道湖に流入する河川にはオオヨシノボリ，カワヨシノボリ，シマヨシノボリ，

ゴクラクハゼ，トウヨシノボリの 5種類が生息している．しかし，そのうちの
ひとつは現在，標準和名が消えた状態である． 
	 トウヨシノボリ Rhinogobius sp.ORは沖縄県を除く，全国の河川に生息する
ヨシノボリ属魚類である．繁殖期を迎えたオスの尾びれの付け根が橙色に染ま

ることから付けられた和名であるが，各地での変異が大きく，これまで橙色型，

偽橙色型，宍道湖型，縞鰭型の４つの型があるとされていた．しかし，近年の

研究によって宍道湖型以外の型の中から新たな種類と思われるものが分類され，

新しい標準和名がつけられた．その結果，トウヨシノボリという和名，および

それぞれの型を残す根拠が曖昧になり，2013年に発行された「日本産魚類検索	 
全種の同定第Ⅲ版」でトウヨシノボリという和名は消されることになった． 
	 トウヨシノボリ宍道湖型は，宍道湖に流入する河川にも生息している．今回

の結果により，宍道湖自然館周辺で採集されるトウヨシノボリ系魚類は，本来

であれば「ヨシノボリの仲間」と標記しなければならない状態である． 
	 今回の発表では，宍道湖に流入する河川に生息するヨシノボリ属魚類の紹介

にあわせ，この和名消失の経緯とその後の混乱，そして今後の課題などについ

ても紹介する． 
 
 
 
 
 
 
 

 

トウヨシノボリの体色の変異 



主要魚種の食性から見た宍道湖と中海の環境	 

越川敏樹（ホシザキグリーン財団環境修復プロジェクト） 
 
	 宍道湖と中海を行き来し，かつともに多く生息する魚種（6 種）の食性から
両水域の餌環境を探ってみた．（スズキ・コノシロ・ボラ・サッパ・ヒイラギ・

マハゼ）結果，宍道湖は利用される餌生物の種類数が少ないのに対して，中海

はより多くの種類が餌として選択されていた． 
	 宍道湖では，カイアシ類，ケイソウ類，アミ類，小型巻貝が多くの魚に利用

されていた． 
	 一方，中海では，カイアシ類とケイソウ類は共通して多かったが，他にヨコ

エビ類，二枚貝及びそのプランクトン幼生，多毛類，コツブムシ等の底生動物

が利用され，食性の幅が広かった． 
	 しかし，アミ類に関しては，宍道湖に比べて格段に少なかった． 
	 アミ類の存在は，それを利用する魚が多く，もともと多く生息していた中海

の生態系にとって，大きな影響があるものと推測される． 
	 また，これらの魚の餌生物は，両水域共に湖底とその直上に生息するものが

多く，高水温期に広がる湖底の貧酸素の影響を強く受けるものと思われる． 
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